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よ
き
友
を
語
る 

⑥ 

「
小
杉
未
醒
」 

 
山
を
知
る
こ
と
天
下
第
二
位 

 

郷
里
の
裏
道
を
通
る
未
醒
画
伯 

  

仙
人
の
や
う
だ
と
語
る
俳
人
町
長 

（
比
舟 

清
水
秀
） 

 

 

写
真
は
小
杉
未
醒
画
伯
と
清
水
町
長
の
自
画
像 

  

   

清
水 

比
庵
（
し
み
ず 

ひ
あ
ん
、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）―

一
九
七
五

年
（
昭
和
五
十
年
） 

俳
人
、
歌
人
、
書
家
、
画
家
、
政
治
家
。
本
名 

秀 ひ
で

。

号
は
他
に
匕
舟
、
比
舟
、
比
安
。
晩
年
は
「
今
良
寛
」
と
呼
ば
れ
た
。 

岡
山

県
上
房
郡
高
梁
町
に
生
ま
れ
る
。
京
都
帝
国
大
学
（
現
・
京
都
大
学
）
卒
業
。

司
法
官
と
し
て
神
戸
地
方
裁
判
所
に
勤
務
。
退
官
し
て
安
田
銀
行
に
入
行
。
そ

の
後
古
河
電
気
工
業
会
社
に
勤
務
。
日
光
精
錬
所
に
勤
め
る
。
歌
集
『
夕
暮
』

を
「
清
水
匕
舟
」
の
筆
名
で
刊
行
。
歌
誌
『
二
荒
』
を
創
刊
。
一
九
三
〇
年
要

請
を
受
け
て
栃
木
県
上
都
賀
郡
日
光
町
（
現
・
日
光
市
）
の
町
長
と
な
り
、
日

光
の
観
光
行
政
の
基
礎
を
作
る
。
一
九
三
五
年
に
、
萩
原
朔
太
郎
、
岡
本
か
の

子
、
中
河
与
一
等
を
中
禅
寺
湖
畔
に
招
き
「
慈
悲
心
鳥
を
聴
く
会
」
を
主
催
し
、

「
歌
人
町
長
」
と
呼
ば
れ
る
。
号
を
「
比
庵
」
に
改
め
る
。
町
長
辞
職
後
は
和

歌
、
書
な
ど
の
創
作
活
動
に
専
念
す
る
。
戦
後
の
一
九
五
八
年
に
日
光
市
名
誉

市
民
と
な
る
。
一
九
六
八
年
に
地
方
の
歌
誌
で
あ
っ
た
『
下
野
短
歌
』
が
全
国

誌
に
発
展
し
『
窓
日
』
と
改
称
、
そ
の
主
宰
と
な
る
。 

 

   

日
光
山
内
、
唯
心
院
の
閑
寂
な
離
れ
で
、
俳
人
町
長
と
し
て
知
ら
る
る 

比
舟
こ
と
清

水
秀ひ

で

氏
は
、
朝
の
清
澄
な
老
杉
の
姿
に
見
惚
れ
つ
つ
、
山
紫
水
明
の
日
光
が
生
ん
だ
南

画
壇
の
雄
将 

小
杉
未
醒
画
伯
の
こ
と
に
つ
き
語
り
続
け
る
。 

「
小
杉
さ
ん
は
酒
と
山
登
り
が
好
き
な
人
で
す
。
そ
の
足
跡
天
下
に
普

あ
ま
ね

く
、
田
村
剛
博

士
を
除
い
た
ら
天
下
の
山
野
を
知
つ
て
ゐ
る
者
は
、
自
分
よ
り
外
に
な
い
と
自
慢
さ
れ

て
ゐ
ま
す
。
年
に
二
、
三
回
日
光
に
来
ら
れ
る
が
、
い
つ
も
奥
日
光
へ
出
か
け
ら
れ
る

や
う
で
す
。
し
か
も
少
年
時
代
の
友
達
に
邂
逅
す
る
の
が
嫌
だ
と
い
つ
て
、
大
通
り
を

歩
か
ず
裏
道
を
通
ら
れ
る
や
う
だ
が
、
あ
の
人
は
仙
人
見
た
い
な
人
だ
か
ら
、
旧
友
な

ど
に
あ
ふ
と
面
倒
だ
し
種
々
と
取
沙
汰
さ
れ
る
の
を
好
ま
ぬ
た
め
で
せ
う
。
で
す
か
ら
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郷
里
に
は
友
達
ら
し
い
友
達
は
ゐ
な
い
や
う
で
す
。 

 

私
は
小
杉
さ
ん
の
漫
画
が
好
き
で
よ
く
集
め
て
ゐ
ま
し
た
が
、
元
よ
り
話
し
を
す
る

機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
雑
誌
『
二
荒
』
の
表
画
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
気

持
ち
よ
く
引
受
け
て
下
さ
り
、
そ
れ
以
来
五
年
程
往
来
す
る
や
う
に
な
つ
た
訳
で
す
」

と
画
伯
と
の
交
友
関
係
を
語
つ
て
か
ら
、
小
杉
さ
ん
の
人
物
観
を
一
く
さ
り
。 

「
日
光
の
人
は
（
小
杉
さ
ん
が
）
少
し
も
郷
里
の
事
を
か
へ
り
み
ぬ
と
愚
痴
を
こ
ぼ
す

が
、
そ
れ
は
画
を
描
い
て
も
ら
は
う
と
か
、
金
を
だ
さ
せ
や
う
と
か
い
ふ
考
へ
が
先
に

立
つ
か
ら
小
杉
さ
ん
が
心
よ
く
迎
へ
な
い
の
で
、
話
し
を
尽
せ
ば
い
く
ら
で
も
描
い
て

く
れ
る
人
で
す
。
い
つ
か
早
乙
女
一
と
い
ふ
片
腕
の
な
い
人
が
、
国
防
献
金
す
る
と
て

県
出
身
の
画
伯
に
描
い
て
も
ら
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
献
金
の
資
に
す
る
画
の
外
に
立

派
な
画
を
描
い
て
も
ら
つ
た
と
い
つ
て
、
非
常
に
喜
ん
で
ゐ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。 

 

つ
い
先
だ
つ
て
の
こ
と
だ
が
、
水
戸
で
画
会
を
開
き
四
百
本
も
売
れ
た
が
、
売
上
金

は
門
人
等
に
飲
ま
せ
た
り
な
ん
か
で
ス
ツ
か
り
資
つ
て
し
ま
つ
た
さ
う
で
す
。
い
つ
か

出
版
し
た
放
庵
歌
集
の
故
郷
清
秋
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、 

  

父
が
ゐ
し
六
畳
座
敷 

明
ら
さ
ま
に
秋
の
陽
て
れ
ば 

父
恋
し
け
れ 

 

の
歌
が
あ
る
が
、
今
は
亡
き
父
母
に
対
す
る
心
情
が
偲
ば
れ
て
嬉
し
い
。」
と
話
し
は
尽

き
な
い
。 

 

清
水
氏
は
写
真
は
嫌
ひ
で
撮
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
つ
て
、
自
画
像
を
描
い
て
く
れ

た
。 

 

『
東
京
朝
日
新
聞
』 

昭
和
九
年
四
月
二
十
日 

                 


